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オーストリアにおける中核犯罪の国内法化

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
中
核
犯
罪
の
国
内
法
化

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン

横　
　

濱　
　

和　
　

弥

一　

は
じ
め
に

二　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
中
核
犯
罪
関
連
規
定
の
形
成
過
程

　
（
一
）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
以
前

　
（
二
）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
後

　
（
三
）
今
般
の
刑
法
改
正

三　

内
容
的
特
徴

　
（
一
）
立
法
形
式

　
（
二
）
法
定
刑
の
設
定

　
（
三
）
場
所
的
適
用
範
囲

　
（
四
）
各
則
規
定
に
つ
い
て

　
　

１　

集
団
殺
害
犯
罪

　
　

２　

人
道
に
対
す
る
犯
罪

　
　

３　

戦
争
犯
罪

　
（
五
）
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て

四　

お
わ
り
に



32

法学研究 90 巻 2 号（2017：2）

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
五
年
お
よ
び
二
〇
一
六
年
の
二
度
に
わ
た
る
法
改
正
を
通
じ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
に
導
入
さ
れ
た
、
国

際
刑
事
裁
判
所
（International Crim

inal Court: ICC

）
の
対
象
犯
罪
等
に
関
す
る
規
定
を
素
材
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
制
定

に
至
る
ま
で
の
経
緯
・
背
景
お
よ
び
そ
の
内
容
的
特
徴
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。
な
お
、
改
正
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
の
該
当
規

定
の
翻
訳
は
、
本
号
に
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
併
せ
て
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

　

史
上
初
の
常
設
の
国
際
刑
事
法
廷
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
）、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪

お
よ
び
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
（
侵
略
犯
罪
の
み
未
発
効
）。
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
「
国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る

最
も
重
大
な
犯
罪
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
規
程
前
文
お
よ
び
規
程
五
条）

1
（

等
）、「
中
核
犯
罪
」（core crim

es

）
と
も
称
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
各
国
の
国
内
刑
事
裁
判
権
を
「
補
完
す
る
」
裁
判
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
補
完
性
の
原
則
）。
換
言
す
れ
ば
、

中
核
犯
罪
の
訴
追
は
第
一
次
的
に
は
国
家
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
国
家
が
中
核
犯
罪
の
「
捜
査
又
は
訴
追
を
真
に
行
う
意
思
又
は
能
力

が
な
い
」
場
合
に
の
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
こ
れ
を
補
完
的
に
訴
追
・
処
罰
す
る
と
い
う
構
造
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
規
程
一
七
条
）。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
中
核
犯
罪
の
訴
追
・
処
罰
の
効
果
的
履
行
を
担
保
す
る
た
め
、
加
盟
国
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
対
す
る
被
疑
者
の
身
柄

引
渡
し
等
の
協
力
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
内
法
を
整
備
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
規
程
八
八
条
等
）。

　

以
上
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
法
的
枠
組
み
を
受
け
て
、
加
盟
国
の
中
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
の
協
力
に
関
す
る
手
続
法
の
整
備
の
み
を
行

う
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
た
国
（
日
本
等
）
と
、
手
続
法
に
加
え
て
実
体
法
面
に
お
い
て
も
、
中
核
犯
罪
を

「
中
核
犯
罪
と
し
て
」
自
国
で
訴
追
・
処
罰
で
き
る
よ
う
そ
れ
ら
を
国
内
法
化
す
る
、
い
わ
ゆ
る
マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し

た
国
（
ド
イ
ツ）

2
（

、
ス
イ
ス）

3
（

等
）
の
双
方
が
存
在
す
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
当
初
は
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
た
も
の
の
、
二
〇
一
五
年
お
よ
び
二
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〇
一
六
年
の
二
度
の
刑
法
典
改
正
を
通
じ
て
全
て
の
中
核
犯
罪
を
国
内
法
化
し
、
マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
方
式
へ
の
「
転
換
」
を
果
た
し

た
。
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
二
〇
一
六
年
の
改
正
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
に
先
ん
じ
て
侵
略
犯
罪
を
国
内
法
化
し
て
お

り
、
中
核
犯
罪
の
国
内
法
化
に
極
め
て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
・
特
徴
を
踏
ま
え
れ
ば
、

同
国
の
規
定
お
よ
び
立
法
過
程
は
、
今
の
と
こ
ろ
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
す
る
日
本
に
と
っ
て
も
、
今
後
の
方
向
性
を
再
検
討

す
る
上
で
参
照
価
値
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
中
核
犯
罪
関
連
規
定
の
形
成
過
程

（
一
）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
以
前

　

ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
中
核
犯
罪
関
連
規
定
制
定
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
を
確
認
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
設
立
以
前
に
つ
い
て
み

る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
九
四
八
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
（
集
団
殺
害
犯
罪
の
概
念
を
定
め
、
そ
の
防
止
・
処
罰
を
締
約
国
に
義
務

づ
け
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
）
に
一
九
五
八
年
に
加
盟
し
、
一
九
七
四
年
の
現
行
刑
法
典
の
制
定
に
際
し
て
集
団
殺
害
犯
罪
を
新
設

し
た
（
現
三
二
一
条
）。
当
該
構
成
要
件
は
、
そ
の
保
護
法
益
を
、
集
団
に
属
す
る
個
々
人
の
生
命
・
身
体
と
い
っ
た
個
人
的
法
益
で

は
な
く
、
集
団
の
存
在

0

0

0

0

0

そ
れ
自
体
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
従
来
の
刑
法
典
上
の
犯
罪
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
鑑
み
て
、
刑
法
典
各
則
の
中
に
、
第
二
五
章
「
集
団
殺
害
犯
罪
」
と
い
う
独
立
の
章
が
設
け
ら
れ
た）（
（

。

　

他
方
、
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
武
力
紛
争
に
お
け
る
傷
病
兵
・
捕
虜
・
文
民
等
の
犠
牲
者
保
護
を
内
容
と
す

る
一
九
四
九
年
の
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
（
一
九
五
三
年
批
准
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
一
九
七
七
年
の
第
一
追
加
議
定
書
お
よ

び
第
二
追
加
議
定
書
（
い
ず
れ
も
一
九
八
二
年
批
准
）
を
批
准
し
た
も
の
の
、
国
内
担
保
法
を
制
定
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
条
約

等
の
下
で
は
、
締
約
国
は
諸
条
約
等
に
対
す
る
「
重
大
な
違
反
」
を
犯
し
た
者
を
処
罰
す
る
義
務
を
負
う
（
例
え
ば
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
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第
四
条
約
〔
い
わ
ゆ
る
文
民
条
約
〕
一
四
六
条
等
）
と
こ
ろ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
従
来
の
刑
法
上
の
構
成
要
件
（
例
え
ば
、
謀
殺
罪

等
）
で
の
処
罰
に
よ
り
、
こ
の
処
罰
義
務
を
履
行
可
能
で
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
て
き
た
と
さ
れ
る）（
（

。

　

ま
た
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
お
よ
び
侵
略
犯
罪
に
関
し
て
も
、
独
立
の
処
罰
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た）（
（

。

（
二
）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
後

　

一
九
九
八
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
が
採
択
さ
れ
た
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
同
年
一
〇
月
七
日
に
こ
れ
に
署
名
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

二
八
日
に
こ
れ
を
批
准
し
た
（
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
発
効）

7
（

）。
同
規
程
発
効
に
際
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
二
〇
〇
二
年
に
「
国
際

刑
事
裁
判
所
と
の
協
力
に
関
す
る
連
邦
法）（
（

」
を
制
定
し
、
手
続
法
面
で
の
国
内
立
法
を
行
っ
た）9
（

。
一
方
、
こ
の
時
点
で
は
実
体
法
面

で
の
対
応
は
な
さ
れ
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
対
象
犯
罪
で
は
あ
る
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
存
在
し
な
い
犯
罪
類
型
―
―
す
な
わ
ち
、
人
道

に
対
す
る
犯
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
―
―
並
び
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
総
則
規
定
は
、
国
内
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
に
ウ
ガ
ン
ダ
の
カ
ン
パ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
再
検
討
会
議
の
結
果
、
戦
争
犯
罪
（
規
程
八
条
）

規
定
が
一
部
改
正
さ
れ
、
ま
た
、
侵
略
犯
罪
の
定
義
（
規
程
八
条
の
二
）
等
が
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
（
カ
ン
パ
ラ
決
議
）。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
二
〇
一
四
年
七
月
一
七
日
に
同
決
議
を
批
准
し
て
い
る）（（
（

。

（
三
）
今
般
の
刑
法
改
正

　

以
上
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
上
、
集
団
殺
害
犯
罪
を
除
い
て
、
二
〇
一
四
年
ま
で
は
中
核
犯
罪
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し

な
か
っ
た
。
な
お
、
少
な
く
と
も
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
加
盟
国
は
、
中
核
犯
罪
を
「
中
核
犯
罪
と
し
て
」
国
内
刑
法
上
制
定
す
る
こ
と

ま
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
（
規
程
九
部
以
下
）。
ま
た
、
前
述
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
等
の
批
准
に
際
し

て
、
国
際
人
道
法
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
は
従
来
の
犯
罪
構
成
要
件
で
対
応
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
と
さ
れ
、
中
核
犯
罪
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と
の
関
係
で
も
、
同
様
の
理
由
で
国
内
法
化
を
見
送
る
と
の
選
択
肢
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
政
府
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
対
象
犯
罪
等
の
立
法
計
画
を
立
ち
上
げ
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
九
日
に
刑
法
お
よ
び
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
法
が
公
布
さ
れ
た
（
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
施
行
。
以
下
「
第
一
改

正
」）

（（
（

）。
こ
れ
に
よ
り
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ
特
有
の
刑
法
総
則
規
定
に
対
応
す
る
規
定
等
が
刑
法
典
に

追
加
さ
れ
た
（
侵
略
犯
罪
は
除
く
。
後
述
）。

　

第
一
改
正
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
本
改
正
の
目
的
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
「
間
隙
な
き
刑
事
訴
追

を
可
能
と
す
る
」
こ
と
、
並
び
に
、
一
九
九
九
年
の
い
わ
ゆ
る
「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
保
護
第
二
議
定
書）（（
（

」（
二
〇
〇
二
年
批

准
）
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
の
い
わ
ゆ
る
「
強
制
失
踪
条
約）（（
（

」（
二
〇
一
二
年
批
准
）
に
対
応
す
る
た
め
の
処
罰
規
定
を
併
せ
て
設
け
る

こ
と
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

ま
た
、
前
述
の
通
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
対
象
犯
罪
を
国
内
法
化
す
る
義
務
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
そ
れ
で
も
な
お
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑

法
に
お
い
て
処
罰
規
定
を
設
け
る
べ
き
根
拠
と
し
て
は
、
①
「
国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
が
処
罰
さ
れ
ず

に
済
ま
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
並
び
に
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
対
す
る
効
果
的
な
訴
追
が
国
内
的
な
措
置
を
と
〔
る
こ
と
に
よ
っ

て
〕
…
…
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
ま
た
、「
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
行
っ
た
者
が
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
を
終
わ
ら
せ
、

も
っ
て
そ
の
よ
う
な
犯
罪
の
防
止
に
貢
献
す
る
」
こ
と
（
規
程
前
文
四
段
お
よ
び
五
段
。
亀
甲
括
弧
内
は
筆
者
ら
に
よ
る
）
と
い
う
Ｉ
Ｃ

Ｃ
の
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
、
②
規
程
前
文
六
段
は
、
各
国
が
国
際
法
上
の
犯
罪
を
訴
追
す
る
義
務
を
有
す
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
各
国
の
国
内
管
轄
権
を
補
完
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
中
核
犯
罪
に
関
す
る
第
一
次
的
な
管
轄
権
は

あ
く
ま
で
国
家
が
有
す
る
こ
と
、
④
Ｉ
Ｃ
Ｃ
締
約
国
会
議
の
決
議
で
、
国
家
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
対
象
犯
罪
の
構
成
要
件
を
刑
法
上
受

容
す
る
よ
う
勧
告
す
る
決
議
が
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と）（（
（

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
第
一
改
正
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
各
則
第
二
五
章
の
タ
イ
ト
ル
が
「
集
団
殺
害
犯
罪
」
か
ら
「
集
団
殺
害
犯
罪
、
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人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
」
に
改
め
ら
れ
、
同
章
に
以
下
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。

・
人
道
に
対
す
る
犯
罪
（
三
二
一
条
ａ
）

・
人
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
（
三
二
一
条
ｂ
）

・
所
有
権
及
び
そ
の
他
の
権
利
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
（
三
二
一
条
ｃ
）

・
国
際
的
活
動
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
並
び
に
特
殊
標
章
及
び
国
籍
標
章
の
不
適
正
な
使
用
（
三
二
一
条
ｄ
）

・
禁
止
さ
れ
た
戦
闘
方
法
の
使
用
に
よ
る
戦
争
犯
罪
（
三
二
一
条
ｅ
）

・
禁
止
さ
れ
た
戦
闘
手
段
の
使
用
に
よ
る
戦
争
犯
罪
（
三
二
一
条
ｆ
）

・
上
官
と
し
て
の
責
任
（
三
二
一
条
ｇ
）

・
監
督
義
務
の
違
反
（
三
二
一
条
ｈ
）

・
犯
罪
の
通
報
の
懈
怠
（
三
二
一
条
ｉ
）

・
指
揮
又
は
そ
の
他
の
命
令
に
基
づ
く
行
為
（
三
二
一
条
ｊ
）

以
上
の
う
ち
、
三
二
一
条
ａ
は
人
道
に
対
す
る
犯
罪
（
規
程
七
条
）、
三
二
一
条
ｂ
か
ら
三
二
一
条
ｆ
は
戦
争
犯
罪
（
規
程
八
条
）、

三
二
一
条
ｇ
か
ら
三
二
一
条
ｉ
は
い
わ
ゆ
る
上
官
責
任
（
規
程
二
八
条）

（（
（

）、
三
二
一
条
ｊ
は
い
わ
ゆ
る
上
官
命
令
の
抗
弁
（
規
程
三
三

条
）
（（
（

）
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
以
上
の
第
一
改
正
で
は
、
侵
略
犯
罪
は
国
内
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
第
一
改
正
の
起
草
段
階
（
の
大
部

分
）
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
未
だ
前
述
の
カ
ン
パ
ラ
決
議
を
批
准
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
が
カ
ン
パ
ラ
決
議
を
批
准
し
た
の
は
、
第
一
改
正
公
布
直
前
の
二
〇
一
四
年
七
月
一
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た）

（（
（

）。
た
だ
し
、
第
一
改
正
理
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由
書
に
よ
れ
ば
、
侵
略
犯
罪
は
「
後
に
刑
法
典
に
追
加
す
る
こ
と
が
予
定
」
さ
れ
て
い
た）（（
（

。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
三
日
に
刑
法
改
正
法）（（
（

が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
第
一
改
正
理
由
書
で
予
告
さ
れ
て
い
た
通
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
三
二
一
条
ｋ
に
侵
略
犯
罪
が
規
定
さ
れ
た）（（
（

（
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
施
行
。
以
下
「
第
二
改
正
」）。

三　

内
容
的
特
徴

　

以
下
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
際
刑
法
関
連
規
定
の
特
徴
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
行
う
。

（
一
）
立
法
形
式

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
特
別
法
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
と
同
様
に
刑
法
典
中
に
中
核
犯
罪
を
受
容
し
た
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
立
法
形
式
を
と
る
の
か
は
、
各
国
の
法
文
化
に
帰
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
決
定
的
に
重
要
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
重
要
と
な
る
の
は
、
中
核
犯
罪
に
固
有
の
保
護
法
益
を
国
内
刑
法
上
も
明
確
に
す
る）（（
（

と
同
時
に
、
国
際
刑
法
に
お
け
る
固

有
の
概
念
（
特
に
上
官
責
任
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
特
有
の
総
則
上
の
概
念
）
に
よ
り
従
来
の
刑
法
体
系
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

そ
の
適
用
対
象
を
中
核
犯
罪
に
限
定
す
る
こ
と
で
あ
る）（（
（

。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
改
正
規
定
で
は
、
ま
ず
、
刑
法
典
各
則
第
二
五
章
が
中
核
犯
罪
に
特
化
し
た
章
と
し
て
設
け
ら
れ
、
通
常
犯
罪

と
の
分
離
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
保
護
法
益
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
特
有
の
総
則
上
の
概
念
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
上
官
責
任
（
三
二
一
条
ｇ
～
三
二
一
条
ｉ
）
の
適
用
対
象
は
刑
法
典
各
則
第
二
五
章
の
罪
に
、
ま
た
、
上
官
命
令
の

抗
弁
（
三
二
一
条
ｊ
）
の
適
用
対
象
は
戦
争
犯
罪
（
三
二
一
条
ｂ
～
三
二
一
条
ｉ
）
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
前
述
の
「
限
定
」
の
要

請
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
第
一
改
正
を
通
じ
て
、
第
二
五
章
所
定
の
可
罰
的
行
為
は
公
訴
時
効
お
よ
び
刑
の
時
効
に
か
か
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ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
（
五
七
条
一
項
お
よ
び
五
九
条
一
項
）。
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
そ
の
対
象
犯
罪
は
時
効
に
か
か
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
（
規
程
二
九
条
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
総
則
に
対
応
す
る
た
め
の
規
定
を
併
せ
て
第
二
五
章
の
中
で
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
刑

法
典
の
各
則
規
定
中
に
国
際
刑
法
の
総
則
規
定
が
登
場
し
、
そ
の
後
に
再
度
各
則
規
定
（
侵
略
犯
罪
）
が
登
場
す
る
と
い
う
不
格
好

な
形
に
な
っ
て
は
い
る）（（
（

。

（
二
）
法
定
刑
の
設
定

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
で
は
、
中
核
犯
罪
の
各
行
為
類
型
ご
と
に
法
定
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
方
法
は
、
大

陸
法
圏
の
刑
法
典
に
お
い
て
は
通
例
の
こ
と
と
い
え
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
い
て
は
行
為
類
型
ご
と
の
法
定
刑
は
付
さ
れ

て
お
ら
ず
、
裁
判
官
は
刑
罰
に
関
す
る
一
般
規
定
に
従
い
、
終
身
又
は
三
〇
年
以
下
の
自
由
刑
を
上
限
と
し
て
（
規
程
七
七
条
一
項
）

広
範
な
裁
量
に
基
づ
き
量
刑
を
決
定
で
き
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
細
か
に
法
定
刑
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
刑
罰
法
規

の
明
確
性
と
い
う
点
で
一
歩
前
進
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
締
約
国
の
国
内
法
に
お
い
て
法
定
刑
が
定
め
ら
れ
る
例
が
増
加
す

る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
量
刑
実
務
に
と
っ
て
も
一
定
の
指
針
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
三
）
場
所
的
適
用
範
囲

　

中
核
犯
罪
の
訴
追
・
処
罰
に
あ
た
っ
て
は
、
国
外
犯
処
罰
を
ど
の
範
囲
ま
で
認
め
る
か
が
問
題
と
な
り
う
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑

法
典
で
は
、
刑
法
の
場
所
的
適
用
の
原
理
と
し
て
、
属
地
主
義
（
六
二
条
）
お
よ
び
旗
国
主
義
（
六
三
条
）
の
ほ
か
、
国
外
犯
処
罰

規
定
と
し
て
、
六
四
条
お
よ
び
六
五
条
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
六
四
条
は
、
同
条
に
（
限
定
）
列
挙
さ
れ
る
犯
罪
類
型

に
関
し
て
、
犯
罪
地
国
の
刑
罰
法
規
に
か
か
わ
り
な
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
適
用
を
認
め
る
規
定
で
あ
る
。
他
方
、
六
五
条
は
、
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前
条
に
列
挙
さ
れ
な
い
犯
罪
類
型
に
関
し
て
、
原
則
と
し
て
問
題
と
な
る
所
為
が
犯
罪
地
国
に
お
い
て
も
処
罰
対
象
と
さ
れ
て
い
る

場
合
（
双
方
可
罰
性
）
に
限
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
適
用
を
認
め
る
規
定
で
あ
る
。

　

第
一
改
正
の
施
行
以
前
は
、
六
四
条
所
定
の
犯
罪
類
型
に
集
団
殺
害
犯
罪
は
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
同
犯
罪
に
関
し

て
は
原
則
と
し
て
六
五
条
の
み
に
基
づ
き
国
外
犯
処
罰
が
可
能
で
あ
っ
た）（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

双
方
可
罰
性
の
ほ
か
、
①
行
為
者
が
行
為
時
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
を
取
得
し
た
こ

と
（
積
極
的
属
人
主
義
。
一
項
一
号
）、
又
は
、
②
行
為
時
に
外
国
人
で
あ
っ
た
行
為
者
が
、
行
為
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
に
立
ち

入
り
、
か
つ
行
為
の
性
質
上
引
渡
し
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
純
代
理
処
罰
主
義）

（（
（

。
同
二
号）

（（
（

）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、

六
五
条
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
地
国
の
法
律
と
比
べ
て
そ
の
全
体
的
な
効
果
に
お
い
て
行
為
者
に
不
利
と
な
ら
な
い
よ
う
、
刑
が
決
定
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
軽
い
法
の
原
則
。
二
項
）。

　

そ
の
後
、
第
一
改
正
を
経
て
、
六
四
条
の
列
挙
犯
罪
に
第
二
五
章
所
定
の
犯
罪
が
追
加
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
規
定
で
は
、

中
核
犯
罪
に
関
し
て
は
六
四
条
に
基
づ
く
刑
法
の
適
用
が
可
能
と
な
り
、
双
方
可
罰
性
や
軽
い
法
の
原
則
と
い
っ
た
制
限
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
国
外
犯
処
罰
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
①
行
為
者
又
は
被
害
者
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
る
場
合
、
②
行

為
者
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
そ
の
他
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
又
は
③
行
為
者
が
犯
行
時
に
外
国
人
で
あ
り
、
か
つ
（
ア
）

行
為
者
の
通
常
の
居
住
地
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
あ
っ
た
場
合
若
し
く
は
（
イ
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
所
在
し
て
お
り
か
つ
引
渡
し

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
（
一
項
４
ｃ
号）

（（
（

）。
他
方
で
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、（
侵
略
犯

罪
を
除
く
）
中
核
犯
罪
を
世
界
主
義
の
原
理
に
服
せ
し
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
ら
れ
な
か
っ
た）（（
（

。
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（
四
）
各
則
規
定
に
つ
い
て

　

１　

集
団
殺
害
犯
罪

　

集
団
殺
害
犯
罪
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
六
条
に
よ
れ
ば
、「
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
な
集
団
の
全
部
又
は
一
部
に

対
し
、
そ
の
集
団
自
体
を
破
壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
」
殺
人
等
の
一
定
の
行
為
を
な
す
こ
と
を
い
う）（（
（

。
こ
の
定
義
は
、
一
九
四
八
年

の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
以
来
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
な
く）（（
（

、
国
際
慣
習
法
上
確
立
し
た
概
念
と

な
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
一
九
七
四
年
以
降
既
に
集
団
殺
害
犯
罪
の
規
定
（
三
二
一
条
）
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
規
定
ぶ
り
も
大
部
分
に
お
い
て
国
際
法
上
の
集
団
殺
害
犯
罪
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
に
お
け
る
同
罪
の
規
定
の
文
言
は
―
―
ド
イ
ツ
の
規
定
と
は
対
照
的
に）（（
（

―
―
国
際
法
上
の
そ
れ

と
部
分
的
に
異
な
っ
て
い
る
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
際
法
上
の
集
団
殺
害
犯
罪
で
は
、
特
定
集
団
を
「
破

壊
す
る
意
図
」（intent to destroy/A

bsicht…
 zu zerstören

）
が
要
求
さ
れ
る
一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
で
は
、「
絶
滅
さ
せ

る
意
図
」（A

bsicht…
 zu vernichten

）
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
草
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
の
用
法
上
、「
破

壊
」
と
い
う
語
は
物
（Sache

）
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
な
い
し
集
団
に
関
し
て
用
い
る
こ
と
は
適
切
で
は
な

い
た
め
、「
絶
滅
」
と
い
う
語
が
選
択
さ
れ
た
と
さ
れ
る）（（
（

。
そ
の
意
味
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
は
必
ず
し
も
、
国
際
法
上
の
集

団
殺
害
犯
罪
の
定
義
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
も
い
い
う
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
で

は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
一
部
の
類
型
（
三
二
一
条
ａ
第
一
項
二
号
）
に
お
い
て
も
「
絶
滅
さ
せ
る
意
図
」
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
概
念
の
異
同
が
問
題
と
な
り
え
よ
う）（（
（

。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
い
て
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
「
共
謀
」（conspiracy

）
の
規
定
は
も
は
や
存
在
し
な
い）（（
（

が
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
刑
法
典
に
お
い
て
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
「
申
し
合
わ
せ
」（V

erabredung

）
を
特
に
可
罰
的
と
す
る
規
定
（
三
二
一
条
二
項
）

が
残
存
し
て
い
る
。
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２　

人
道
に
対
す
る
犯
罪

　

人
道
に
対
す
る
罪
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
に
よ
れ
ば
、「
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
っ
て
広
範
又
は
組
織
的
な
も
の

の
一
部
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
攻
撃
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
」
殺
人
等
の
一
定
の
行
為
を
な
す
こ
と
を
い
う）（（
（

。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
い
て
は
、
禁
止
さ
れ
る
個
別
的
行
為
が
七
条
一
項
で
列
挙
さ
れ
、
同
二
項
で
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
規
定
が
定
め
ら

れ
る
と
い
う
分
離
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
で
は
（
三
二
一
条
ａ
）、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
と
同
様
に
、
個

別
的
行
為
類
型
と
定
義
が
一
括
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る）（（
（

。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
一
項
（
ｊ
）
お
よ
び
二
項
（
ｈ
）
で
は
じ
め
て
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
個
別
的
行
為
類
型
と
し
て
導
入

さ
れ
た
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
犯
罪
」
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
独
立
し
た
行
為
類
型
と
し
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
点
も
注
目
さ
れ

る
。
む
し
ろ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
で
は
、「
一
の
人
種
的
集
団
を
他
の
人
種
的
集
団
が
組
織
的
に
抑
圧
し
、
及
び
支
配
す
る
制

度
化
さ
れ
た
体
制
を
維
持
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
為
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
事
情
が
単
な
る
加
重
事
由
と
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

（
三
二
一
条
ａ
第
四
項）

（（
（

）。
こ
の
よ
う
な
立
法
手
法
は
ド
イ
ツ
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る）（（
（

。

　

３　

戦
争
犯
罪

　

戦
争
犯
罪
は
、
国
際
法
上
、（
国
際
的
又
は
非
国
際
的
）
武
力
紛
争
と
の
関
連
に
お
い
て
、
保
護
を
必
要
と
す
る
特
定
の
人
（
傷
病

兵
・
捕
虜
・
文
民
等
）
や
物
を
対
象
と
し
た
攻
撃
を
禁
ず
る
規
範
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
）
と
、
特
定
の
戦
闘
手
段
・
方
法
を
禁
ず
る
規
範

（
ハ
ー
グ
法
）
か
ら
成
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
で
は
、
戦
争
犯
罪
の
行
為
類
型
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
と
ハ
ー
グ
法
、
そ
し
て
、
国
際

的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
い
う
二
つ
の
軸
に
基
づ
き
区
別
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
も
っ
と
も
、
同
条
に
お
け
る
処
罰
規
定
は
膨

大
な
数
に
の
ぼ
り
、
加
え
て
、
多
く
の
点
で
行
為
類
型
に
重
複
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
用
関
係
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
は
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い
い
が
た
い
。

　

一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
た
と
え
ば
戦
争
犯
罪
を
、「
人
」
に
対
す
る
も
の
（
三
二
一
条
ｂ
）
お
よ
び
「
所
有
権
」
等
に
対
す

る
も
の
（
三
二
一
条
ｃ
）
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
や
、
禁
止
さ
れ
る
戦
闘
手
段
・
方
法
を
細
分
化
し
て
い
る
こ
と
（
三
二
一
条
ｅ
お
よ

び
三
二
一
条
ｆ
）
か
ら
窺
え
る
通
り
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
と
同
様
に
、
戦
争
犯
罪
を
体
系
的
に
整
理
し
よ
う
と
の
試
み
が
な
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
現
行
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
よ
り
も
国
際
的
武
力
紛
争
の
方
が
戦
争
犯
罪
の
処
罰
範
囲
が

広
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
で
は
、
三
二
一
条
ｂ
第
五
項
所
定
の
人
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
を
除
い

て
、
全
て
の
戦
争
犯
罪
が
、
国
際
的
・
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
行
わ
れ
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

国
際
人
道
法
お
よ
び
国
際
刑
法
の
さ
ら
な
る
発
展
を
見
据
え
た
、
法
政
策
上
の
決
断
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
同
様
の
傾
向
は
、
ド

イ
ツ
お
よ
び
ス
イ
ス
の
立
法
に
も
見
て
取
れ
る）（（
（

。

（
五
）
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
第
二
改
正
に
お
い
て
、
侵
略
犯
罪
が
国
内
法
化
さ
れ
た
（
三
二
一
条
ｋ
）
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
侵
略
犯
罪
規
定
は
現
時
点
で
未
だ
発
効
し
て
お
ら
ず
（
二
〇
一
七
年
以
降
に
発
効
予
定
。
規
程
一
五
条
の
二
第

二
項
お
よ
び
三
項
等
参
照
）、
こ
の
犯
罪
類
型
を
国
内
法
化
し
た
国
も
多
く
な
い
た
め
、
そ
の
定
義
や
法
定
刑
等
は
、
他
国
に
と
っ
て

も
参
照
価
値
が
高
い
も
の
と
な
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
「
侵
略
犯
罪
」
と
は
、「
国
の
政
治
的
又
は
軍
事
的
行
動
を
実
効
的
に
支
配
し
、
又
は
指
揮
す
る
地
位
に

あ
る
者
に
よ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
、
重
大
性
及
び
規
模
に
よ
り
国
際
連
合
憲
章
の
明
白
な
違
反
を
構
成
す
る
侵
略
行
為
の
、

計
画
、
準
備
、
開
始
又
は
実
行
」（
規
程
八
条
の
二
第
一
項
）
を
い
う
。
ま
た
、
同
規
定
に
い
う
「
侵
略
行
為
」
と
は
、「
国
に
よ
る

他
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
、
又
は
国
際
連
合
憲
章
と
両
立
し
な
い
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
武
力
の
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行
使
」（
規
程
八
条
の
二
第
二
項
）
を
い
う
。
つ
ま
り
、
侵
略
犯
罪
と
は
、
国
に
よ
る
侵
略
行
為
を
、
個
人
が
同
条
所
定
の
行
為
態
様

（
計
画
・
準
備
・
開
始
・
実
行
）
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る）（（
（

。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
三
二
一
条
ｋ
に
お
け
る
侵
略
犯
罪
の
定
義
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
の
二
に
基
づ
く
侵
略
犯
罪
の
定
義
と
、

そ
の
元
と
な
っ
た
一
九
七
四
年
の
国
連
総
会
に
よ
る
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
を
、
大
部
分
に
お
い
て
踏
襲
し
て
い
る）（（
（

。
た

だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
の
二
お
よ
び
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
で
は
、
個
人
の
侵
略
犯
罪
の
前
提
と
な
る
国
家
に
よ
る
侵
略
行

為
が
具
体
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
（
規
程
八
条
の
二
第
二
項
（
ａ
）～（
ｇ
））
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
三
二
一
条
ｋ
第

三
項
で
は
個
別
的
行
為
の
列
挙
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
府
に
よ
る
理
由
書
の
中
で
参
照
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る）（（
（

。
そ
の
結
果
、

条
文
上
は
、
侵
略
犯
罪
の
基
礎
と
な
る
国
家
に
よ
る
「
侵
略
行
為
」
は
、「
国
に
よ
る
他
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的

独
立
に
対
す
る
、
又
は
国
際
連
合
憲
章
と
両
立
し
な
い
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
武
力
の
行
使
」
と
一
般
的
・
抽
象
的
に
定
め
ら
れ
る

に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、（
二
〇
一
七
年
一
月
一
日
に
新
設
さ
れ
た
）
ド
イ
ツ
の
侵
略
犯
罪

規
定
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
る）（（
（

。

　

ま
た
、
侵
略
犯
罪
の
行
為
主
体
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
は
異
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
、「
国
の
政
治
的
又
は
軍
事
的
行
動
を
実
効
的
に
支
配
し
、
又
は
指
揮
す
る
地
位
に
あ
る
」
者
で
な
け
れ

ば
同
罪
の
主
体
た
り
え
ず
、
加
え
て
、
正
犯
・
共
犯
と
い
っ
た
関
与
形
式
に
関
す
る
規
定
も
、
か
か
る
身
分
を
有
す
る
者
に
対
し
て

し
か
適
用
さ
れ
な
い
（
規
程
八
条
の
二
第
一
項
、
二
五
条
三
項
の
二
）。
換
言
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
、
侵
略
犯
罪
は
い
わ
ば
絶

対
的
な
身
分
犯
と
し
て
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
非
身
分
者
が
い
か
な
る
形
態
で
加
功
し
た
と
し
て
も
犯
罪
が
成
立
し
え
な
い）（（
（

。
一

方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
三
二
一
条
ｋ
に
関
す
る
理
由
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
侵
略
犯
罪
は
、
不
法
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
特
別
義
務
犯
〔Sonderpflichtdelikt

〕
で
あ
る
。
正
犯
〔T

äter

〕
は
、
国
の
政
治
的
又
は
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軍
事
的
行
動
を
支
配
し
、
又
は
指
揮
す
る
実
質
的
な
地
位
に
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
身
分
者
〔Intraneus

）
（（
（

〕）。
し
か
し
、
そ
の

者
が
直
接
正
犯
で
あ
る
必
要
は
な
い;

そ
の
者
が
、
刑
法
一
二
条
所
定
の
い
ず
れ
か
の
正
犯
形
態
で
所
為
に
加
功
し
た
こ
と
で
足
り
る
。
身

分
者
が
所
為
に
関
与
し
て
い
な
い
場
合
、
加
功
し
た
非
身
分
者
〔Extranei

〕
は
不
可
罰
と
な
る）

（（
（

。」

　

学
説
の
中
に
は
、
こ
の
言
い
回
し
か
ら
、
身
分
者
が
加
功
し
て
い
る
場
合
に
は
非
身
分
者
の
可
罰
性
も
生
じ
う
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る）（（
（

。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
で
は
、
侵
略
犯
罪
に
対
す
る
非
身

分
者
の
関
与
の
可
罰
性
を
認
め
て
い
る
点
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
比
べ
て
侵
略
犯
罪
の
主
体
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

四　

お
わ
り
に

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
比
較
的
近
時
に
な
っ
て
か
ら
マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
方
式
へ
の
「
転
換
」
を
果
た
し
た
。

こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
を
固
持
す
る
日
本
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
立
法
経
緯
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
予
備
的
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
決
定
的
な
理
由
と
な
っ
て
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
「
転
換
」
が

果
た
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
も
っ
と
も
、
同
国
に
お
け
る
立
法
経
緯
を
参
照
し
、
立
法
に
至

る
動
機
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
に
と
ど
ま
る
日
本
に
と
っ
て
も
、
中
核
犯
罪
の
国
内
法

化
を
再
検
討
す
る
契
機
を
与
え
る
も
の
と
な
り
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
侵
略
犯
罪
改
正
の
発
効
が
間
近
に
迫
っ
て
い

る
現
在
、
中
核
犯
罪
の
国
内
法
化
の
必
要
性
を
再
検
討
す
る
意
義
は
と
り
わ
け
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
と

し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
、
侵
略
犯
罪
を
含
め
て
積
極
的
な
国
内
立
法
を
行
っ
て
い
る
国
々
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
と
同
様
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
条
文
を
そ
の
ま
ま
逐
語
的
に
受
容
す
る
の
で

は
な
く
、
修
正
し
つ
つ
導
入
を
図
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
国
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
と
い
っ
た
他
の
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国

の
規
定
と
多
く
の
点
で
類
似
す
る
一
方
、
細
部
に
お
い
て
は
相
違
も
み
ら
れ
る
。
比
較
的
近
い
法
文
化
を
有
す
る
こ
れ
ら
三
国
間
の

規
定
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
日
本
が
将
来
的
な
中
核
犯
罪
の
立
法
を
検
討
す
る
際
の
比
較
法
的
検
証
に
あ
た
っ
て
も
、
好
個

の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
今
後
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
規
定
の
運
用
状
況
等
を
注
視
し
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

（
1
）　

本
稿
で
は
、
単
に
条
文
番
号
の
み
を
掲
げ
る
と
き
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
条
文
を
意
味
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
条
文
を
示
す
と

き
に
は
、「
規
程
ｘ
条
」
と
記
載
す
る
。

（
2
）　

ド
イ
ツ
の
国
際
刑
法
典
（V

ölkerstrafgesetzbuch

）
に
関
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
と
国

内
立
法
―
―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
草
案
を
素
材
と
し
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
七
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
二
六
頁
以
下
、
同
「
国
際

刑
事
裁
判
所
の
設
立
と
立
法
上
の
対
応
（
上
）・（
下
）
―
―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
草
案
が
日
本
に
示
唆
す
る
も
の
」
捜
査
研
究
五
一

巻
五
号
六
六
頁
以
下
・
五
一
巻
七
号
六
二
頁
以
下
（
と
も
に
二
〇
〇
二
年
）。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
＝
久
保
田
隆
「
ド
イ
ツ

国
際
刑
法
典
の
現
状
と
課
題
―
―
近
時
の
動
向
を
中
心
に
」
法
学
研
究
九
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
掲
載
予
定
お
よ
び
同
「
ド
イ
ツ
国

際
刑
法
典
全
訳
」
法
学
研
究
九
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
掲
載
予
定
も
参
照
。

（
3
）　

ス
イ
ス
の
刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
改
正
に
関
し
て
は
、
久
保
田
隆
「
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
の
国
内
法
化
―
―
ス

イ
ス
刑
法
典
・
軍
刑
法
二
〇
一
〇
年
改
正
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
九
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
六
七
頁
以
下
参
照
。

（
（
）　Regierungsvorlage eines Strafgesetzbuches sam

t Erläuterungen (30 der Beilagen zu den Stenographischen 
Protokollen des N

ationalrates X
III. GP), W

ien 1971, S. （72

参
照
。

（
（
）　K

onrad G
. Bühler/A

strid R
eisinger Coracini, D

ie U
m

setzung des Röm
ischen Statuts in Ö

sterreich, ZIS 201（, 
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S. （0（

参
照
。

（
（
）　

中
核
犯
罪
を
国
内
法
化
す
る
前
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
よ
り
中
核
犯
罪
が
ど
の
程
度
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
論
稿

と
し
て
、Ingeborg Zerbes, Grundlagen der Strafverfolgung völkerrechtlicher V

erbrechen in Ö
sterreich, in: A

lbin 
Eser u.a. (H

rsg.), N
ationale Strafverfolgung völkerrechtlicher V

erbrechen, Bd. 3, Berlin 200（, S. （（ ff.
（
7
）　BGBl. III N

r. 1（0/2002. 

署
名
お
よ
び
批
准
の
日
付
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
参
照
可
能
。https://treaties.un.org/

Pages/Show
M

T
D

SGD
etails.aspx?src=U

N
T

SO
N

LIN
E&

tabid=2&
m

tdsg_no=X
V

III-10&
chapter=1（&

lang=en 

（
最
終

閲
覧
二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日
）.

（
（
）　Bundesgesetz über die Zusam

m
enarbeit m

it dem
 Internationalen Strafgerichtshof, BGBl. I N

r. 13（/2002.

（
9
）　

な
お
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
の
間
で
、
刑
の
執
行
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。BGBl. III 

N
r. 201/200（.

（
10
）　BGBl. III N

r. 9（/201（
（
戦
争
犯
罪
改
正
）; BGBl. III N

r. 9（/201（

（
侵
略
犯
罪
改
正
）.

（
11
）　

実
際
に
、
学
説
の
中
に
は
、（
当
時
の
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
上
の
通
常
犯
罪
の
規
定
で
は
中
核
犯
罪
に
特
有
の
武
力
紛
争
や
「
暴

力
的
体
制
」
と
い
っ
た
事
情
を
評
価
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
一
方
、
国
際
的
な
刑
罰
権
が
確
立
し
た
今
日
に
お
い
て
は
国
際
刑
事
法
廷

へ
の
協
力
に
注
力
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
う
も
の
も
あ
っ
た
。Zerbes, a.a.O

. (Fn. （), S. 172 ff.

参
照
。

（
12
）　Ä

nderung des Strafgesetzbuches und der Strafprozessordnung 197（, BGBl. I N
r. 10（/201（. 

ま
た
、Bühler/

Coracini, a.a.O
. (Fn. （), S. （0（

参
照
。

（
13
）　

正
式
名
称
：「
一
九
九
九
年
三
月
二
六
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
一
九
五
四
年
の

ハ
ー
グ
条
約
の
第
二
議
定
書
」（
二
〇
〇
四
年
発
効
）。

（
1（
）　

正
式
名
称
：「
強
制
失
踪
か
ら
の
す
べ
て
の
者
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
」（
二
〇
一
〇
年
発
効
）。

（
1（
）　Erläuterungen, 3（（ der Beilagen zu den Stenographischen Protokollen des N

ationalrates X
X

V
. GP, S. 1. 

以
下
、

こ
れ
を
「
第
一
改
正
理
由
書
」
と
し
て
引
用
す
る
。
な
お
、
同
改
正
で
は
、
環
境
の
刑
法
的
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
（RL 200（/99/

EG

）
の
国
内
法
化
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（
1（
）　Resolution ICC-A

SP/12/Res.（, 27 N
ovem

ber 2013, para. 90
等
を
参
照
。



（7

オーストリアにおける中核犯罪の国内法化

（
17
）　

第
一
改
正
理
由
書
一
頁
参
照
。

（
1（
）　

上
官
責
任
に
関
し
て
は
、
横
濱
和
弥
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
上
官
責
任
』
に
関
す
る
一
考
察
―
―
日
本
刑
法
上
の
諸
概
念
と
の
対

比
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
六
五
頁
以
下
参
照
。

（
19
）　

上
官
命
令
の
抗
弁
に
関
し
て
は
、
佐
藤
宏
美
『
違
法
な
命
令
の
実
行
と
国
際
刑
事
責
任
』
有
信
堂
高
文
社
（
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
20
）　Bühler/Coracini, a.a.O

. (Fn. （), S. （09

参
照
。

（
21
）　

第
一
改
正
理
由
書
一
頁
。

（
22
）　Strafrechtsänderungsgesetz 201（, BGBl. I N
r. 112/201（. 

同
法
の
理
由
書
と
し
て
、Erläuterungen, （（9 der Beilagen 

zu den Stenographischen Protokollen des N
ationalrates X

X
V

. GP. 

以
下
、
こ
れ
を
「
第
二
改
正
理
由
書
」
と
し
て
引
用
す
る
。

な
お
、
第
二
改
正
で
は
、
侵
略
犯
罪
の
ほ
か
に
も
、
多
岐
に
わ
た
る
刑
法
典
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（
23
）　

な
お
、
第
二
改
正
の
起
草
に
際
し
て
は
、
ま
ず
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
務
省
（BM

EIA

）
に
よ
る
草
案
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
が
司
法

省
に
よ
り
修
正
さ
れ
た
後
、
法
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。BM

EIA

草
案
は
、http://w

w
w

.parlam
ent.gv.at/PA

K
T

/V
H

G/X
X

V
/

SN
M

E/SN
M

E_0327（/index.shtm
l

で
参
照
可
能
（
最
終
閲
覧
二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日
）。

（
2（
）　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
中
核
犯
罪
』
の
保
護
法
益
の
意
義
―
―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
批
准
の
た
め
の
日
本
の
法

整
備
と
刑
事
実
体
法
規
定
の
欠
如
が
も
た
ら
す
も
の
を
素
材
と
し
て
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
〔
編
〕『
慶
應
の
法
律
学　

刑
事
法
―
―

慶
應
義
塾
大
学
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集
』
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
（
二
〇
〇
八
年
）
所
収
二
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
2（
）　

横
濱
和
弥
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
上
官
責
任
』
と
そ
の
国
内
法
化
の
態
様
に
関
す
る
一
考
察
―
―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
を
素

材
と
し
て
」
法
学
政
治
学
論
究
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
一
二
頁
参
照
。

（
2（
）　

ス
イ
ス
で
も
同
様
の
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
久
保
田
（
前
掲
注
３
）
二
七
五
頁
参
照
。

（
27
）　H
ilde Farthofer, Rechtsvergleichung Ö

sterreich, in: Christoph Safferling/Stefan K
irsch (H

rsg.), V
ölkerstraf-

rechtspolitik, Berlin/H
eidelberg 201（, S. 379

参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、
六
四
条
一
項
六
号
に
基
づ
き
、
国
外
犯
と
し
て
行
わ
れ
た

集
団
殺
害
犯
罪
に
も
刑
法
の
適
用
が
可
能
と
し
て
い
た
見
解
と
し
て
は
、O

tto T
riffterer, Ö

sterreichs V
erpflichtungen zur 

D
urchsetzung des V

ölkerstrafrechts, Ö
sterreichische Juristen-Zeitung 199（, S. 332

参
照
。

（
2（
）　

純
代
理
処
罰
主
義
に
関
し
て
、
森
下
忠
『
新
し
い
国
際
刑
法
』
信
山
社
（
二
〇
〇
二
年
）
六
八
頁
以
下
参
照
。
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（
29
）　

第
一
改
正
以
前
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
お
い
て
ボ
ス
ニ
ア
系
セ
ル
ビ
ア
人
陣
営
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
行
為
者
が
、
ボ
ス

ニ
ア
系
ム
ス
リ
ム
の
集
団
に
対
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
行
っ
た
事
案
に
つ
き
、
六
五
条
一
項
二
号
に
基
づ
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
管
轄
権
を

認
め
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
判
決
が
あ
る
。O

GH
, U

rt. v. 13.7.199（ - GZ 1（ O
s 99/9（.

（
30
）　

第
一
改
正
理
由
書
三
頁; Bühler/Coracini, a.a.O

. (Fn. （), S. （11

参
照
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
似
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
も
の

と
し
て
ス
イ
ス
刑
法
二
六
四
条
ｍ
第
一
項
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
久
保
田
（
前
掲
注
３
）
二
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
31
）　

ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
一
条
を
参
照
。

（
32
）　

集
団
殺
害
犯
罪
に
関
し
て
は
、
後
藤
啓
介
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犯
罪
構
成
要
件
に
関
す
る
一
考
察
―
―
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
主
な
特

徴
と
現
行
日
本
刑
法
で
の
対
応
の
限
界
」
法
学
政
治
学
論
究
八
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
四
九
頁
以
下
等
を
参
照
。

（
33
）　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）
規
程
四
条
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
規
程
二
条
等
を

参
照
。

（
3（
）　

ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
六
条
参
照
。

（
3（
）　

同
犯
罪
制
定
時
の
草
案
理
由
書 (a.a.O

. (Fn. （), S. （72). 

ま
た
、
ス
イ
ス
刑
法
二
六
四
条
も
、「
絶
滅
さ
せ
る
」
と
い
う
語
を
採
用

し
て
い
る
。
久
保
田
（
前
掲
注
３
）
二
八
五
頁
以
下
参
照
。

（
3（
）　

な
お
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
集
団
殺
害
犯
罪
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
理
由
書 (a.a.O

. (F
n. （), S. （72) 

の
ほ
か
、

G
erhard H

afner, in: Frank H
öpfel/Eckart Ratz (H

rsg.), W
iener K

om
m

entar zum
 Strafgesetzbuch, 2. A

ufl., 

§ 321 
(Stand 1.3.2009), Rn. 2（ ff.

も
参
照
。

（
37
）　

な
お
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
三
条
（
ｂ
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
四
条
三
項
（
ｂ
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
二
条
三
項
（
ｂ
）
等
で
は
、
同
罪
の

「
共
謀
」
が
可
罰
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

（
3（
）　

人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
坂
本
一
也
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
村
瀬
信
也
＝
洪
恵
子
〔
編
〕『
国
際
刑
事
裁
判
所 

〔
第
二

版
〕』
東
信
堂
（
二
〇
一
四
年
）
所
収
一
〇
二
頁
以
下
等
を
参
照
。

（
39
）　

第
一
改
正
理
由
書
四
頁
、
ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
刑
法
二
六
四
条
ａ
も
参
照
。

（
（0
）　

第
一
改
正
理
由
書
七
頁
参
照
。

（
（1
）　

ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
七
条
五
項
参
照
。
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（
（2
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
に
基
づ
く
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
は
、
真
山
全
「
戦
争
犯
罪
―
―
犯
罪
構
成
要
件
文
書
を
中
心
に
」
村
瀬
＝
洪

〔
編
〕（
前
掲
注
3（
）
所
収
一
四
五
頁
以
下
等
を
参
照
。。

（
（3
）　Bühler/Coracini, a.a.O

. (Fn. （), S. （07

参
照
。
な
お
、
二
〇
一
〇
年
の
カ
ン
パ
ラ
決
議
で
は
、
侵
略
犯
罪
の
定
義
に
加
え
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
に
基
づ
く
戦
争
犯
罪
も
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
毒
物
、
毒
ガ
ス
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」
の
使
用
は
、

従
来
は
国
際
的
武
力
紛
争
と
の
関
係
で
の
み
可
罰
的
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
対
象
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
規
程
八
条
二
項
（
ｅ
）（
xiii
）～（
xv
））。
前
述
の
通
り
、
侵
略
犯
罪
の
定
義
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
カ
ン
パ
ラ
決
議
を
批
准
し
た
時
期

が
第
一
改
正
の
公
布
直
前
で
あ
っ
た
た
め
に
、
第
一
改
正
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
カ
ン
パ
ラ
決
議
の
戦
争
犯
罪
改
正
は
、
第

一
改
正
の
中
で
既
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
一
改
正
理
由
書
一
頁
参
照
。

（
（（
）　

ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
八
条
以
下
お
よ
び
ス
イ
ス
刑
法
典
二
六
四
条
ｂ
以
下
を
参
照
。

（
（（
）　

侵
略
犯
罪
に
関
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
「『
平
和
に
対
す
る
罪
』
を
再
び
裁
く
こ
と
―
―
国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
け
る

『
侵
略
犯
罪
』
規
定
採
択
の
意
義
」
新
井
誠
ほ
か
〔
編
〕『
地
域
に
学
ぶ
憲
法
演
習
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
一
一
年
）
所
収
二
七
四
頁
以
下

（
初
出
：
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
七
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
四
頁
以
下
）、
同
「
国
際
刑
法
の
新
た
な
処
罰
規
定
―
―
『
侵
略
犯
罪
』
の
意
義

と
課
題
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
七
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
五
頁
等
を
参
照
。

（
（（
）　

第
二
改
正
理
由
書
四
四
頁
参
照
。

（
（7
）　

第
二
改
正
理
由
書
四
四
頁
参
照
。

（
（（
）　

ド
イ
ツ
の
国
際
刑
法
典
に
新
設
さ
れ
た
侵
略
犯
罪
規
定
に
関
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
＝
久
保
田
隆
「
侵
略
犯
罪
と
国
内

法
化
―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
時
の
立
法
動
向
を
素
材
に
」
慶
應
法
学
三
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
（9
）　

侵
略
犯
罪
に
お
け
る
主
体
の
限
定
に
関
し
て
は
、
田
中
誠
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
お
け
る
『
侵
略
犯
罪
』
の
主
体
―
―
起
草
過

程
に
お
け
る
議
論
を
中
心
と
し
て
」
防
衛
大
学
校
紀
要
一
〇
六
輯
（
二
〇
一
三
年
）
二
二
一
頁
以
下
、
古
谷
修
一
「
指
導
者
の
犯
罪
と
し

て
の
侵
略
犯
罪
―
―
シ
ス
テ
ム
責
任
の
顕
在
化
」
柳
井
俊
二
＝
村
瀬
信
也
〔
編
〕『
小
松
一
郎
大
使
追
悼　

国
際
法
の
実
践
』
信
山
社

（
二
〇
一
五
年
）
所
収
三
〇
九
頁
以
下
等
を
参
照
。

（
（0
）　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
学
説
上
、
主
体
資
格
（Subjektqualität

）
を
有
す
る
関
与
者
は
「Intraneus

」、
有
さ
な
い
関
与
者
は

「Extranei

」
と
呼
ば
れ
る
。
さ
し
あ
た
り
前
者
は
「
身
分
者
」、
後
者
は
「
非
身
分
者
」
と
し
て
訳
出
し
た
。E

rnst E
ugen Fabrizy, 



（0
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öpfel/Ratz (H
rsg.), a.a.O

. (Fn. 3（), 

§ 1（ (Stand 1.（.201（), Rn. 1

参
照
。

（
（1
）　

第
二
改
正
理
由
書
四
四
頁
。
通
常
括
弧
は
原
文
、
亀
甲
括
弧
お
よ
び
脚
注
は
筆
者
に
よ
る
。

（
（2
）　Bühler/Coracini,  a.a.O

. (Fn. （), S. （10

参
照
。


